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も
の
つ
く
り
を
生
ん
だ
木
曽
三
川
の
歴
史
と
自
然

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖い

斐び

川が
わ

の
三
河
川
は
木き

曽そ

三さ
ん

川せ
ん

と
呼
ば
れ
る
木
曽
川
水
系
と
し
て
、
豊
か
な
自
然

の
中
を
流
れ
、
広
大
で
肥ひ

沃よ
く

な
濃の
う

尾び

平
野
を
う
る
お
す
日
本
で
も
有
数
の
大
河
川
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
母
な
る
川
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
地
方
に
多
く
の
水
害
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
人
々

は
水
と
共
存
す
る
技
術
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
秀
吉
に
よ
っ
て
文
禄
二
年
に
始
め
た
「
文
禄
の
治
水
」、
家

康
が
命
じ
た
「
御

お
か
こ
い
つ
つ
み

囲
堤
」、「
宝ほ
う

暦れ
き

治ち

水す
い

」
に
始
ま
る
木
曽
三
川
を
分
流
す
る
工
事
が
、
明
治
に
入
り
オ
ラ
ン

ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
に
よ
っ
て
成
功
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
後「
杁い

り

」と
呼
ば
れ
る
大
型
の
取
水
施
設
に
よ
る
水
利
用
、我
が
国
初
の
本
格
的
な
ダ
ム
式
発
電
所
、

大
井
発
電
所
を
建
設
す
る
な
ど
、
木
曽
三
川
は
、
も
の
つ
く
り
の
中
部
地
方
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
、
秀
吉
、
家
康
と
い
っ
た
天
下
人
を
泣
か
せ
た
木
曽
三
川
は
、
今
、
木
曽
川
は
日
本
ラ
イ
ン
と
呼

ば
れ
る
美
し
い
景
観
を
誇
り
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
が
世
界
農
業
遺
産
指
定
さ
れ
、
揖
斐
川
で
は
徳
山
ダ

ム
上
流
域
が
公
有
地
化
さ
れ
て
良
好
な
自
然
が
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
と
河
川
を
守
る
た
め
に
、
プ
レ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
は
、
現
在
調
査
段
階
に
あ
る
ト
ン
ネ
ル
水
路
で
、
日
本
一
の
貯
水
量
を
誇
る

徳
山
ダ
ム
か
ら
揖
斐
川
を
通
じ
て
長
良
川
と
木
曽
川
に
水
を
送
る
、
い
わ
ば
木
曽
三
川
の
水
と
自
然
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
木
曽
川
水
系
は
色
濃
い
自
然
を
残
す
流
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境

へ
の
影
響
を
検
討
し
た
結
果
を
環
境
レ
ポ
ー
ト
（
案
）
に
ま
と
め
、
平
成
二
十
一
年
七
月
に
公
表
、
希
少
な

動
植
物
な
ど
生
息
状
況
、
水
質
、
河
川
環
境
な
ど
の
プ
レ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

守
る
・
伝
え
る

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
は
「
治
水
は
治ち

山さ
ん

に
あ
り
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
し
た
。
建
設
所
職
員
は
、
流

域
の
山
を
山
崩
れ
か
ら
守
り
保
水
力
を
高
め
る
た
め
、
流
域
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
ほ

か
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
べ
く
河
川
清
掃
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

逐ち
く
い
ち一
把は

握あ
く

し
て
い
る
木
曽
三
川
そ
れ
ぞ
れ
の
流
量
や
水
温
、
濁だ
く

度ど

を
と
り
ま
と
め
て
、
週
一
回
関
係
者
に

「
三
川
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
、
河
川
に
ま
つ
わ
る
行
事
や
と
り
ま
く
季
節
の
自
然
を
盛
り
込
ん
で
、
三
河

川
の
”い
ま
“を
配
信
し
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、水資源機構の
環境保全の取り組みを紹介します。

天下人が挑んだ天下人が挑んだ
暴れ川から学ぶ暴れ川から学ぶ
～水と自然のネットワーク～～水と自然のネットワーク～

木曽川水系連絡導水路
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